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緑のかけはし

東
とうほくだいがく

北大学農
のうがく

学研
けんきゅうか

究科は昨
さくねん

年（2005年
ねん

）に揚
よう

州
しゅう

大
だい

学
がく

動
どうぶつ

物科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

学
がくいん

院と学
がくじゅつ

術交
こうりゅう

流協
きょうてい

定を締
ていけつ

結した。昨
さくねん

年 12月
がつ

9
ここのか

日

に揚
よう

州
しゅう

大
だい

学
がく

動
どう

物
ぶつ

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

学
がく

院
いん

の陳
ちん

国
こっ

宏
こう

学
がくいんちょう

院長、趙
ちょう

国
こっ

琦
き

教
きょうじゅ

授が農
のうがく

学研
けんきゅうか

究科に来
らいがく

学され、協
きょうていしょ

定書を交
か

わすとともに、陳
ちん

学
がくいんちょう

院長から揚
ようしゅう

州大
だいがく

学の概
がいよう

要と動
どうぶつかがくけんきゅう

物科学研究の状
じょうきょう

況の紹
しょうかい

介をいただいた。

今
こんかい

回の揚
ようしゅう

州大
だいがく

学訪
ほうもん

問は上
じょうき

記の締
ていけつ

結を記
き ね ん

念しての表
ひょう

敬
けい

訪
ほう

問
もん

であり、秋
あき

葉
ば

研
けん

究
きゅう

科
か

長
ちょう

、山
やま

口
ぐち

高
たか

弘
ひろ

教
きょう

授
じゅ

、鈴
すず

木
き

啓
けい

一
いち

助
じょ

教
きょう

授
じゅ

の

3名
めい

が訪
ほう

問
もん

した。

平
へいせい

成 17年
ねん

5月
がつ

11日
にち

に仙
せんだい

台を出
しゅっぱつ

発して午
ご ご

後 6時
じ

に上
しゃんはい

海に到
とうちゃく

着し、趙
ちょう

国
こっ

琦
き

教
きょうじゅ

授の出
で

迎
むか

えを受
う

け、車
くるま

で 4時
じ か ん

間をかけて

揚
ようしゅうし

州市に到
とうちゃく

着した。5月
がつ

12日
にち

の午
ごぜんちゅう

前中は趙
ちょう

教
きょう

授
じゅ

と陳
ちん

教
きょうじゅ

授の案
あんない

内で揚
ようしゅうしない

州市内を見
けんがく

学し、昼
ちゅう

食
しょく

後
ご

には大
だい

学
がく

キャンパスを

案
あんない

内された。特
とく

に動
どうぶつけい

物系の研
けんきゅうしつ

究室では大
おおがた

型・小
こ が た

型の実
じっけん

験設
せ つ び

備や実
じっけん

験器
き か い

械が予
よ

算
さん

化
か

配
はい

備
び

され、教
きょういく

育研
けん

究
きゅう

に対
たい

する意
い

気
き

込
ご

みが強
つよ

く感
かん

じられた。

揚
よう

州
しゅう

は日
に

本
ほん

とゆかりの深
ふか

い街
まち

であり、鑑
がん

真
じん

和
わじょう

上の

故
こきょう

郷としても知
し

られている。唐
とう

の時
じ だ い

代、日
にほんじん

本人青
せいねんそう

年僧

に懇
こんせい

請された鑑
がん

真
じん

和
わじょう

上は、高
こうれい

齢にもかかわらず、仏
ぶっきょう

教

の戒
かいりつ

律を伝
つた

えるために日
に ほ ん

本に向
む

かったが、暴
ぼう

風
ふう

雨
う

な

どの困
こんなん

難に何
な ん ど

度も遭
そうぐう

遇し、失
しつめい

明しながらも 12年
ねん

後
ご

に

日
に ほ ん

本に辿
たど

り着
つ

いた。わが国
くに

では唐
とうしょうだいじ

招提寺を建
こんりゅう

立して

仏
ぶっぽう

法を広
ひろ

め、763年
ねん

に奈
な ら

良で亡
な

くなった。揚
よう

州
しゅう

市
し

内
ない

の

北
きたがわ

側にある大
だいみょうじ

明寺は鑑
がんじん

真ゆかりの寺
てら

で、大
だいみょうじ

明寺には鑑
がん

真
じん

記
き

念
ねん

堂
どう

があり、唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

にあるのと同
おな

じ鑑
がん

真
じん

和
わじょう

上の

像
ぞう

が鎮
ちん

座
ざ

していた。

午
ご ご

後 5時
じ

30分
ぷん

から 1時
じ

間
かん

、揚
よう

州
しゅう

大
だい

学
がく

の焦
しょう

新
しん

安
あん

副
ふく

学
がく

農
のうがく

学研
けんきゅう

究科
かちょう

長 ･ 農
のう

学
がく

部
ぶちょう

長、動
どうぶつ

物栄
えいよう

養生
せいかがく

化学　教
きょう

　授
じゅ

　　秋
あき

　葉
ば

　征
ゆき

　夫
お

動
どうぶつ

物遺
い で ん

伝育
いくしゅがく

種学　助
じょきょうじゅ

教授　　鈴
すず

　木
き

　啓
けい

　一
いち

揚
ようしゅう

州大
だいがく

学訪
ほうもんき

問記

揚
ようしゅう

州大
だいがく

学焦
しょう

新
しん

安
あん

副
ふくがくちょう

学長への表
ひょうけい

敬訪
ほうもん

問

緑
みどり

のかけはし
＜第6号＞
〒 981-8555
仙台市青葉区堤通
雨宮町１番１号
東北大学農学部・
農学研究科
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長
ちょう

との会
かい

談
だん

を行
おこな

い、今
こん

後
ご

とも両
りょう

大
だい

学
がく

間
かん

で学
がく

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

を進
すす

めることで合
ごう

意
い

した。副
ふく

学
がく

長
ちょう

の話
はなし

では、揚
よう

州
しゅう

大
だい

学
がく

は 1992年
ねん

か

ら 10年
ねん

間
かん

、中
ちゅう

国
ごく

内
ない

の大
だい

学
がく

の改
かい

革
かく

モデル校
こう

として 6つの総
そう

合
ごう

大
だい

学
がく

の 1
ひと

つとして選
えら

ばれている。農
のう

学
がく

や教
きょう

員
いん

養
よう

成
せい

につい

て長
なが

い歴
れき

史
し

のある大
だい

学
がく

だが、現
げんざい

在、軍
ぐん

事
じ

以
い

外
がい

の 24の学
がく

部
ぶ

を有
ゆう

し、学
がく

生
せい

数
すう

3万
まん

人
にん

の他
ほか

、短
たん

大
だい

に 2万
まん

5千
せん

人
にん

の学
がく

生
せい

が在
ざい

学
がく

している。大
だいがくいんしゅうしかてい

学院修士課程（3年
ねん

）と博
はく

士
し

課
か

程
てい

の院
いん

生
せい

数
すう

は 3千
ぜん

人
にん

である。農
のう

学
がく

関
かん

係
けい

では農
のう

学
がく

、畜
ちく

産
さん

学
がく

、獣
じゅういがく

医学があ

る。全
ぜん

国
こく

2500の大
だい

学
がく

の中
なか

で 56-57位
い

の順
じゅん

位
い

にある。畜
ちくさん

産関
かんけい

係では、遺
い

伝
でん

育
いく

種
しゅ

の分
ぶん

野
や

ですでに豚
ぶた

では梅
めい

山
しゃん

豚
とん

、家
か

禽
きん

では

揚
ようしゅうけい

州鶏やアヒルなどを造
ぞう

成
せい

しているが、これからは抗
こう

病
びょう

性
せい

育
いく

種
しゅ

などを期
き た い

待したいと述
の

べた。夕
ゆう

刻
こく

には、揚
よう

州
しゅう

大
だい

学
がく

主
しゅ

催
さい

のレセプションが開
ひら

かれた。

5月
がつ

13日
にち

の午
ご

前
ぜん

9時
じ

から 12時
じ

まで動
どう

物
ぶつ

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

学
がく

院
いん

で記
き

念
ねん

シンポジウムが行
おこな

われ、秋
あき

葉
ば

研
けん

究
きゅう

科
か

長
ちょう

が東
とう

北
ほく

大
だい

学
がく

およ

び農
のう

学
がく

研
けん

究
きゅう

科
か

の教
きょう

育
いく

研
けん

究
きゅう

の状
じょう

況
きょう

を紹
しょう

介
かい

するとともに、秋
あき

葉
ば

教
きょう

授
じゅ

、山
やま

口
ぐち

教
きょう

授
じゅ

、鈴
すず

木
き

助
じょ

教
きょう

授
じゅ

がそれぞれの専
せん

門
もん

分
ぶん

野
や

の研
けん

究
きゅう

紹
しょう

介
かい

の講
こう

演
えん

を行
おこな

った。講
こう

演
えん

終
しゅう

了
りょう

後
ご

、秋
あき

葉
ば

、山
やま

口
ぐち

、小
お

原
ばら

教
きょう

授
じゅ

に対
たい

する名
めい

誉
よ

教
きょう

授
じゅ

の称
しょう

号
ごう

が授
じゅ

与
よ

された。午
ご

後
ご

は家
か

禽
きん

のカモ

の飼
し

育
いく

農
のう

場
じょう

の視
し

察
さつ

を行
おこな

った。夕
ゆう

刻
こく

に大
だい

学
がく

に戻
もど

ると、全
ぜん

国
こく

の大
だい

学
がく

の中
なか

で揚
よう

州
しゅう

大
だい

学
がく

が優
ゆう

秀
しゅう

校
こう

として表
ひょう

彰
しょう

されたことに対
たい

す

る祝
しゅくがかい

賀会が準
じゅんび

備され、学
がく

生
せい

企
き

画
かく

による歌
うた

や寸
すん

劇
げき

が行
おこな

われ、私
わたくし

たちもこの祝
しゅく

賀
が

会
かい

に招
しょう

待
たい

された。外
そと

では花
はな

火
び

が打
う

ち上
あ

げ

られ夜
よる

遅
おそ

くまで祝
いわい

の行
ぎょうじ

事が行
おこな

われた。

5月
がつ

14日
か

には、陳
ちん

学
がく

部
ぶ

長
ちょう

夫
ふ

妻
さい

の招
しょう

待
たい

で朝
ちょう

食
しょく

を取
と

り、再
ふたた

び車
くるま

で高
こう

速
そく

自
じ

動
どう

車
しゃ

道
どう

を上
しゃん

海
はい

に向
む

かい、午
ご

後
ご

の上
しゃん

海
はい

市
し

内
ない

見
けん

学
がく

を

終
お

えて、5月
がつ

15日
にち

に仙
せん

台
だい

に帰
き

着
ちゃく

した。

焦
しょう

新
しん

安
あん

副
ふくがくちょう

学長との会
かいだん

談

動
どうぶつ

物科
か が く

学技
ぎじゅつ

術学
がくいん

院教
きょうじゅ

授との連
れんけい

携協
きょうぎ

議
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林
Li

　宜
Yi-

　瑾
Chin

1.台
たいわん

湾

2. 22歳
さい

3.学
がくぶ

部 3年
ねんせい

生

4.－

5.未
みてい

定

6.高
たかお

雄市
し

私
しり つ

立道
どうみょう

明高
こうきゅう

級中
ちゅうがく

学（日
にほ ん

本の高
こうこう

校相
そうとう

当）

7.バスケットボール、バレーボール、音
おんがく

楽鑑
かんしょう

賞

8.台
たいわん

湾出
しゅっしん

身のリンです。現
げんざい

在学
がくぶせい

部生で生
せいぶつ

物化
かが く

学系
けい

に所
しょぞく

属して

います。日
にほん

本の文
ぶんか

化が好
す

きで、専
せんもん

門の知
ちし き

識を身
み

に付
つ

けながら、

日
にほ ん

本での生
せいかつ

活を体
たい

験
けん

したいと思
おも

って留
りゅうがく

学することを決
き

めま

した。これからも宜
よろ

しくお願
ねが

い致
いた

します。

師
Shi

　璟
Jing

　璐
Lu

1.中
ちゅうごく

国

2. 23歳
さい

3.学
がくぶ

部 4年
ねんせい

生

4.生
せい

命
めい

構
こう

造
ぞう

化
か

学
がく

5.ゴンオドミン Aの全
ぜんごうせい

合成研
けんきゅう

究

6.遼
りょう

寧
ねい

省
しょう

実
じっ

験
けん

中
ちゅう

学
がく

（日
に

本
ほん

の高
こう

校
こう

に相
そう

当
とう

）

7.旅
りょこう

行

8.出
しゅっしんち

身地は寒
さむ

い所
ところ

ですが仙
せんだい

台の冬
ふゆ

は苦
にが て

手です。趣
しゅ み

味は旅
りょこう

行で

す。ブログを書
か

いています。興
きょう

味
み

のある方
かた

はぜひ見
み

に来
き

て

下
くだ

さいね !

http://mingyang1202.blogspot.com/

よろしくお願
ねが

いします。

A
アストリッド

strid A
アルディヤンティ

rdiyanti
1.インドネシア

2. 25歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程

4.動
どうぶつせい

物生理
り か が く

化学

5.牛
うし

の GH遺
い で ん し

伝子多
た

型
けい

と GH分
ぶんぴつ

泌

6.ボゴール農
のうぎょう

業大
だいがく

学

7.読
どくしょ

書、音
おんがく

楽鑑
かんしょう

賞

8.私
わたし

は留
りゅうがくせい

学生として、去
きょねん

年の 4月
がつ

に日
に

本
ほん

に参
まい

りました。日
に

本
ほん

では研
けん

究
きゅう

だけでなく、日
に

本
ほん

人
じん

の学
がく

生
せい

と国
こくさい

際交
こうりゅう

流がうまくで

きるように頑
がん

張
ば

っています。その一
いっ

環
かん

として、私
わたし

は日
に

本
ほん

語
ご

が上
じょうず

手に話
はな

せるように、たくさんの日
に

本
ほん

人
じん

の友
とも

達
だち

を作
つく

ろう

と思
おも

っています。

閙
NAO

　干
GAN

　朝
CHAO

　魯
LU

1.中
ちゅうごく

国

2. 33歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士前
ぜん

期
き

課
か

程
てい

4.動
どうぶつ

物微
び

生
せい

物
ぶつ

学
がく

5.コリネ型
がた

細
さい

菌
きん

のプラスミド伝
でん

達
たつ

6.内
うち

蒙
もう

古
こ

大
だい

学
がく

7.旅
りょ

行
こう

8.ノガンチョロと申
もう

します。モンゴル（蒙
もう

古
こ

）民
みん

族
ぞく

の中
ちゅう

国
ごく

人
じん

です。2004年
ねん

4月
がつ

に中
ちゅう

国
ごく

内
うち

蒙
もう

古
こ

自
じ

治
ち

区
く

（中
ちゅう

国
ごく

の一
ひと

つの省
しょう

で、

外
そと

蒙
もう

古
こ

とは違
ちが

う所
ところ

です）から東
とう

北
ほく

大
だい

学
がく

に参
まい

りました。1993

年
ねん

7月
がつ

に大
だいがく

学を卒
そつぎょう

業してから、2004年
ねん

3月
がつ

まで社
しゃかいじん

会人とし

て働
はたら

きましたが、今
いま

はまた学
がくせいせいかつ

生生活をしております。

S
スークウォン

ookwong P
ピュモン

humon
1.タイ

2. 24歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく

士
し

後
こう

期
き

課
か

程
てい

4.機
き

能
のう

分
ぶん

子
し

解
かいせき

析学
がく

5.トコトリエノールの大
たい

量
りょう

分
ぶん

離
り

技
ぎ

術
じゅつ

6.チェンマイ大
だいがく

学

7.卓
たっ

球
きゅう

8.初
はじ

めまして、僕
ぼく

はスークウォン・ピュモンと申
もう

します。自
じ

分
ぶん

は犬
いぬ

が好
す

きですが、住
す

んでいるところではペットを飼
か

っ

てはいけません。これから博
はく

士
し

課
か

程
てい

でがんばりたいと思
おも

い

ます。では、皆
みな

さん宜
よろ

しく。

事
じ
　　　項

こう

１．国
こく
　　　籍

せき
 ５．研

けん
究
きゅう
テーマ

２．年
ねん
　　　齢

れい
（06. 4. 1 現

げん
在
ざい
） ６．出

しゅっ
　身
しん
　校
こう

３．在
ざい
籍
せき

課
か

程
てい

 ７．趣
しゅ

味
み

・特
とく

技
ぎ

４．所
しょ

属
ぞく

研
けんきゅう

究室
しつ

 ８．自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

留
りゅう

　学
がく

　生
せい

　紹
しょう

　介
かい

農
のうがくぶ

学部および農
のう

学
がく

研
けん

究
きゅう

科
か

には平
へい

成
せい

１８年
ねん

４月
がつ

現
げん

在
ざい

、２５名
めい

の外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

が在
ざい

籍
せき

しています。

留
りゅう

　学
がく

　生
せい

　紹
しょう

　介
かい

農
のうがくぶ

学部および農
のう

学
がく

研
けん

究
きゅう

科
か

には平
へい

成
せい

１８年
ねん

４月
がつ

現
げん

在
ざい

、２５名
めい

の外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

が在
ざい

籍
せき

しています。
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W
ウォロ

ORO A
アニンディト

NINDITO S
スリ

RI T
トゥンジュン

UNJUNG
1.インドネシア

2. 26歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.動
どう

物
ぶつ

生
せい

殖
しょく

科
か

学
がく

5.ブタ顆
か

粒
りゅう

層
そう

細
さい

胞
ぼう

アポトーシスに関
かん

する研
けん

究
きゅう

6.ガジャマダ大
だいがく

学

7.音
おんがくかんしょう

楽鑑賞、小
しょうせつ

説を読
よ

むこと、旅
りょ

行
こう

8.インドネシアから来
き

たウォロと申
もう

します。2003年
ねん

に仙
せん

台
だい

へ

来
き

ました。仙
せん

台
だい

はとてもきれいな町
まち

だと思
おも

います。空
くう

気
き

が

きれいだし緑
みどり

がたくさんあります。また、仙
せん

台
だい

は東
とうきょう

京や大
おお

阪
さか

ほど賑
にぎ

やかではなくて勉
べん

強
きょう

しやすい所
ところ

だと思
おも

います。日
に

本
ほん

に留
りゅうがく

学してから今
こ

年
とし

で 4年
ねん

目
め

です。みんなと仲
なか

良
よ

しにな

りたいのでどうぞよろしくお願
ねが

いいたします。

張
Jang

　準
Jun

　浩
Ho

1.韓
かんこく

国

2. 29歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.生
せいたいぶつ

体物理
り か が く

化学

5. TTXの起
きげ ん

源生
せいぶつ

物のスクリーニングと TTXの代
たいしゃ

謝経
け い ろ

路解
かいめい

明

に関
かん

して

6.慶
けい

尚
しょう

大
だいがく

学

7.スポーツ（テニス、バスケットボールなど）

8.私
わたし

は韓
かんこく

国から来
き

ました。Masterは韓
かんこく

国の慶
けいしょう

尚大
だいがく

学大
だいがくいん

学院の

海
かいよう

洋化
か が く

学研
けんきゅうか

究科海
かいよう

洋生
せいぶつ

物利
り よ う

用化
か が く

学専
せんこう

攻海
かいよう

洋天
てんねんぶつ

然物でした。

去
きょねん

年の 10月
がつ

から Doctor 1年
ねん

生
せい

になりました。結
けっ

婚
こん

して今
いま

、

妻
つま

と娘
むすめ

と一
いっ

緒
しょ

に花
か

壇
だん

に住
す

んでいます。特
とく

に好
す

きなことはな

いですが、スポーツなどいろいろなことを少
すこ

しずつします。

袁
Yuan

　媛
Yuan

1.中
ちゅうごく

国

2. 27歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.沿
えん

岸
がん

生
せい

物
ぶつ

生
せい

産
さん

システム学
がく

5.日
に ほ ん

本および中
ちゅうごく

国におけるアカザラガイの集
しゅうだん

団構
こうぞう

造と養
ようしょく

殖

生
せいさん

産に関
かん

する遺
い

伝
でん

育
いく

種
しゅ

学
がく

的
てき

研
けん

究
きゅう

6.中
ちゅうごく

国海
かいよう

洋大
だいがく

学

7.映
えいがかんしょう

画鑑賞、バドミントン、料
りょうり

理、旅
りょこう

行

8.私
わたし

は 1年
ねん

半
はん

前
まえ

に日
に

本
ほん

に来
き

ました。毎
まい

日
にち

実
じっ

験
けん

をしながら日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

を日
ひ

頃
ごろ

の会
かい わ

話や新
しんぶん

聞、テレビ、映
えい が

画などから学
まな

んで

います。地
ち

域
いき

のお祭
まつ

りへの参
さん

加
か

や友
ゆう

人
じん

との旅
りょこう

行など、毎
まいにち

日

が私
わたし

にとって貴
きちょう

重な経
けいけん

験です。今
いま

では塩
しおから

辛と生
なま

ガキ以
いが い

外の

日
にほんしょく

本食は好
す

きになりました。機
き

会
かい

があれば京
きょう

都
と

や奈
な

良
ら

、北
ほっ

海
かい

道
どう

などに行
い

ってみたいです。皆
みな

さん、よろしくお願
ねが

いし

ます !

鄭
Jung

　健
Gun

　鎬
Ho

1.韓
かんこく

国

2. 31歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.作
さくもつがく

物学

5.湛
たん

水
すい

条
じょう

件
けん

に対
たい

する根
こん

粒
りゅう

超
ちょう

着
ちゃく

生
せい

ダイズ品
ひん

種
しゅ

作
さく

系
けい

4号
ごう

の生
せい

理
りがくてき

学的反
はんのう

応機
きこ う

構

6.韓
かん

京
きょう

大
だいがく

学

7.テニス、スキー、旅
りょこう

行

8.私
わたし

は韓
かんこく

国から来
き

た鄭
Jung

健
Gun

鎬
Ho

です。出
しゅっしんち

身地は京
きょう

畿
き

道
どう

安
あん

城
じょう

市
し

です。

日
に

本
ほん

に留
りゅうがく

学する前
まえ

に、韓
かんこく

国の学
がっこう

校（環
かんきょうせいたい

境生態センター）で

ダイズの生
せい り

理機
きの う

能についての研
けんきゅう

究をしていました。そのう

ちダイズの研
けんきゅう

究が発
はってん

展した日
にほ ん

本で先
せんしん

進技
ぎじゅつ

術を研
けんきゅう

究したいと

思
おも

っていました。日
に

本
ほん

で先
せんしん

進技
ぎじゅつ

術を習
しゅうとく

得し、韓
かん

国
こく

に帰
かえ

って

大
だい

学
がく

のダイズ研
けん

究
きゅう

所
じょ

に入
はい

り、国
こく

民
みん

へ新
しん

鮮
せん

で安
あん

全
ぜん

な農
のう

産
さん

物
ぶつ

の

供
きょうきゅう

給に努
つと

めるべきと考
かんが

えています。希
き

望
ぼう

としては両
りょう

国
こく

が共
きょう

同
どう

で技
ぎじゅつこうりゅう

術交流をしながら研
けんきゅう

究ができれば両
りょうこく

国のダイズ栽
さいばい

培

技
ぎじゅつ

術の発
はってん

展に寄
き よ

与できると思
おも

います。私
わたし

はその両
りょうこくかんけい

国関係の

橋
はし

になりたいです。

韓
Han

　榮
Young

　俊
Joon

1.韓
かんこく

国

2. 31歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.動
どうぶつせいしょくかがく

物生殖科学

5. Wnt/STAT-3系
けい

の活
かっせいか

性化によるラット多
た ぶ ん か

分化能
のう

幹
かん

細
さいぼう

胞の樹
じゅりつ

立

6.済
ちぇじゅ

州大
だいがく

学（韓
かんこく

国、学
がく ぶ

部）、信
しんしゅう

州大
だいがく

学（修
しゅうし

士）

7.とくにないです。テニスぐらい・・・。

8.韓
かんこく

国の最
さい

南
なん

端
たん

済
ちぇ

州
じゅ

道
どう

から来
き

ました。寒
さむ

い冬
ふゆ

や花
か

粉
ふん

は今
いま

でも

慣
な

れないですが、研
けん

究
きゅう

室
しつ

の温
あたた

かい環
かん

境
きょう

があって大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

でし

た。やはり東
とう

北
ほく

大
だい

学
がく

は良
よ

いですね・・・。

薛
Seol

　香
Hyang

　淑
Sook

1.韓
かん

国
こく

2. 28歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.動
どうぶつ

物栄
えいよう

養生
せいかがく

化学

5.鶏
けい

卵
らんほう

胞におけるエネルギー・脂
し し つ

質代
たいしゃ

謝関
かんれん

連遺
い で ん し

伝子の機
き の う

能

解
かいせき

析

6.大
て ぐ

邱女
じょ し

子高
こうこう

校

7.テニス、クラリネット

8.私
わたし

は「楽
たの

しく、前
まえ む

向きで生
い

きる」という信
しん

念
ねん

を持
も

って、現
げん
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在
ざい

、研
けんきゅう

究を行
おこな

っています。買
か

い物
もの

が好
す

きで、また、人
ひと

と話
はなし

をするのが大
だい

好
す

きです。今
こん

後
ご

も、楽
たの

しく自
じ

分
ぶん

がやっている

ことに対
たい

して、プライドを持
も

って進
すす

みたいと思
おも

っておりま

す。

A
アハマド

hmad M
ムジャヒド

ujahid
1.パキスタン

2. 34歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.動
どうぶつ

物栄
えいよう

養生
せいかがく

化学

5.栄
えいよう

養操
そう さ

作による暑
しょねつ

熱ストレス緩
かんわ

和に関
かん

する研
けんきゅう

究

6.ラホール獣
じゅうい

医大
だいがく

学

7.動
どうぶつ

物愛
あい ご

護、バドミントン

8.初
はじ

めまして、アハマドと申
もう

します。3年
ねんまえ

前から東
とうほく

北大
だいがく

学で

勉
べんきょう

強しています。先
せんせいがた

生方も学
がくせい

生の皆
みな

さんもとても優
やさ

しくて

親
しん

切
せつ

なので楽
たの

しく過
す

ごしています。パキスタンでは獣
じゅう

医
い

の

資
し

格
かく

を取
と

って飼
し

料
りょう

会
がい

社
しゃ

に勤
つと

めていました。今
いま

は、動
どうぶつ

物をス

トレスから守
まも

る食
しょく

品
ひん

を作
つく

るために勉
べん

強
きょう

しています。好
す

きな

食
た

べ物
もの

はてんぷらとそばです。好
す

きな言
こと

葉
ば

は「なんと申
もう

し

ましょうか」です。秋
あきば

葉先
せんせい

生の奥
おくさま

様から教
おし

えてもらいました。

日
に

本
ほん

語
ご

がわからない時
とき

は、この言
ことば

葉でごまかしています。

A
アーディアンシャー

RDIANSYAH
1.インドネシア

2. 30歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.栄
えいようがく

養学

5.米
こめぬか

糠のドリセラーゼ処
しょり が ぶ ん

理画分の摂
せっしゅ

取による高
こうけつあつ

血圧、糖
とう

代
たいしゃ

謝、

脂
しし つ

質代
たいしゃ

謝改
かいぜん

善効
こう か

果の検
けんとう

討

6.ボゴール農
のうぎょうだいがく

業大学

7.バドミントン、ダンス（インドネシアのサマン踊
おど

り）

8. 2003年
ねん

10月
がつ

に仙
せん

台
だい

に来
き

て、気
き

づかないうちに今
こと し

年はもう

最
さいご

後の年
とし

となってしまいました。短
みじか

い期
き

間
かん

ではありますが、

いろいろなことを学
まな

ぶことができました。一番
ばん

身
み ぢ か

近な自
じぶ ん

分

の研
けんきゅうしつ

究室から、日
に ほ ん ご

本語や人
にんげん

間関
かんけい

係、日
にほ ん

本の文
ぶん か

化等
など

を学
まな

ぶこ

とができました。

T
タワチャイ

hawatchai N
ンガムシリ

gamsiri
1.タイ

2. 32歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.集
しゅうだん

団遺
いで ん

伝情
じょうほう

報システム学
がく

5.メコン川
がわ

のナマズについて

6.カセサート大
だい

学
がく

7.バドミントン、スキー

8.私
わたし

はタイ出
しゅっしん

身です。私
わたし

の国
くに

はとても美
うつく

しく、中
なか

でも海
うみ

、寺
じ

院
いん

、ビーチなどは特
とく

に美
うつく

しいです。また、食
た

べ物
もの

も大
たいへん

変お

いしいです。皆
みな

さんどうぞタイに来
き

てください。

朴
Park

　時
Si

　範
Bum

1.韓
かんこく

国

2. 31歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.生
せいたい

体分
ぶん し

子機
きのうがく

能学

5.海
かいそうちゅう

藻中の共
きょうえきがた

役型高
こう ど

度不
ふ ほ う わ

飽和脂
しぼ う

肪酸
さん

の検
けんさく

索とその生
せいり

理活
かっせい

性

6.全
ぜん

北
ほく

大
だい

学
がっこう

校

7.テニス

8.こんにちは !　はじめまして !　韓
かん

国
こく

から来
らい

日
にち

し、6年
ねん

目
め

に

なる朴
Park

時
Si

範
Bun

と申
もう

します。韓
かん

国
こく

の地
じ

元
もと

は淳
すん

昌
ちゃん

唐
とうがらし

辛子味
み そ

噌（コ

チュージャン）として知
し

られている淳
すん

昌
ちゃん

というところです。

テニスが大
だい

好
す

き !　最
さいきん

近は一
いっさい

歳になったばかりの子
こども

供の面
めんどう

倒

で精
せいいっぱい

一杯ですが楽
たの

しい日
ひ び

々を過
す

ごしています。今
こ

年
とし

は来
らい

年
ねん

から社
しゃ

会
かい

人
じん

になるため、頑
がん

張
ば

っていきたいと思
おも

っています。

どうぞよろしくお願
ねが

いします。

朴
Park

　相
Sang

　賢
Hyun

1.韓
かんこく

国

2. 35歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.経
けいえい

営情
じょうほうがく

報学

5.韓
かんこく

国における農
のうぎょうかんきょうもんだい

業環境問題とその政
せいさくてき

策的対
たいおう

応に関
かん

する研
けん

究
きゅう

6.大
て

邱
ぐ

大
だい

学
がく

7.旅
りょ

行
こう

8.私
わたし

は韓
かん

国
こく

の仁
いんちょん

川というところで生
う

まれましたが、5歳
さい

の時
とき

に浦
ぽ

項
はん

市
し

に引
ひっ

越
こ

しまして、そこで高
こう

校
こう

までの学
がく

生
せい

生
せい

活
かつ

を送
おく

りました。今も、実
じっ

家
か

は浦
ぽ

項
はん

市
し

にあります。2年
ねん

半
はん

の軍
ぐん

隊
たい

生
せい

活
かつ

は光
こうしゅう

州市にある砲
ほうへい

兵学
がっこう

校で過
す

ごしました。日
に

本
ほん

には

1998年
ねん

4月
がつ

に来
き

まして、今
こ

年
とし

で 9年
ねん

目
め

になります。

彭
Peng

　雲
Yun

1.中
ちゅうごく

国

2. 35歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.資
しげん

源政
せいさくがく

策学

5.中
ちゅうごく

国中
ちゅうぶ

部における郷
ごう

鎮
ちん

企
きぎょう

業の資
し き ん

金調
ちょうたつ

達に関
かん

する研
けんきゅう

究

（湖
こなんしょう

南省の事
じれい

例）

6.中
ちゅうごく

国湖
こなんしょう

南省財
ざい

経
けい

学
がくいん

院大
だいがく

学

7.スポーツ・中
ちゅうか

華料
りょうり

理

8.私
わたし

は私
し ひ

費留
りゅうがくせい

学生として来
らいにち

日、農
のうがく

学研
けんきゅうか

究科の研
けんきゅうせい

究生と博
は く し

士

課
か て い

程前
ぜ ん き

期二
に ね ん

年を修
しゅうりょう

了、現
げんざい

在後
こ う き

期 3年
ねん

も完
かんりょう

了、博
は く し

士論
ろんぶん

文を
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完
かんせい

成するため延
えんちょうちゅう

長中です。中
ちゅうごく

国の農
のうそん

村工
こうぎょう

業について研
けんきゅう

究

しています。途
とじょう

上国
こく

出
しゅっしん

身なので、母
ぼこ く

国の環
かんきょう

境問
もんだい

題や、食
しょくりょう

料

問
もんだい

題、人
じんこう

口問
もんだい

題、貧
ひんこん

困問
もんだい

題など問
もんだい

題意
い し き

識を持
も

っています。

先
せんせいがた

生方のご指
し

導
どう

をいただき、開
かいはつ

発経
けいざいがく

済学の立
た ち ば

場からその

問
もんだい

題を理
りか い

解しました。若
わか

い世
せだ い

代の交
こうりゅう

流は中
ちゅうにち

日関
かんけい

係の重
じゅうよう

要な

一
いっかん

環と思
おも

いますが、私
わたし

は留
りゅうがくせい

学生の一
いちいん

員として日
にほんじん

本人学
がくせい

生の

皆
みな

さんと一
いっ

緒
しょ

に中
ちゅう

日
にち

友
ゆう

好
こう

に尽
じん

力
りょく

したいです。

秦
Qin

　大
Daz

　忠
Hong

1.中
ちゅうごく

国

2. 35歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.経
けいえい

営情
じょうほうがく

報学

5.中
ちゅうごく

国の農
のう ち

地制
せい ど

度と農
のう ち

地の効
こうりつてき

率的利
りよ う

用

6.中
ちゅうごく

国山
さんとう

東大
だいがく

学

7.酒
さけ

の鑑
かんしょう

賞、漢
かん し

詩の鑑
かんしょう

賞と創
そうさく

作、太
たいきょくけん

極拳

8.私
わたし

は孔
こう し

子の古
ふるさと

里、山
さんとうしょう

東省の出
しゅっしん

身で、2000年
ねん

に来
らい

日
にち

しました。

東
とう

北
ほく

の人
ひと

々
びと

は純
じゅん

朴
ぼく

で、前
ぜん

世
せ

にも御
ごえ ん

縁があったように感
かん

じて

います。農
のう

学
がく

部
ぶ

は上
かみ

杉
すぎ

という市
し

中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

にあるにも拘
かかわ

らず、

学
がく

問
もん

を求
もと

めるに相
ふさ

応
わ

しい所
ところ

です。学
がく

生
せい

の志
こころざし

は高
こう

遠
えん

で、キャ

ンパス内
ない

は自
し

然
ぜん

に恵
めぐ

まれ、木
き

々
ぎ

は花
はな

が咲
さ

き、空
そら

では雲
くも

が動
うご

き、

自
し

然
ぜん

の美
うつく

しさを感
かん

じられます。先
せん

生
せい

方
がた

は博
はく

識
しき

で親
しん

切
せつ

ですし、

学
がく

友
ゆう

たちとも仲
なか

が良
よ

いです。学
がく

問
もん

に国
こっ

境
きょう

は無
な

く、互
たが

いに飽
あ

くことなく切
せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

するものです。心
こころ

の交
こう

流
りゅう

を重
じゅう

視
し

し、互
たが

いの長
ちょう

所
しょ

を見
み

習
なら

い自
じ

分
ぶん

の短
たん

所
しょ

を補
おぎな

う。心
こころ

から手
て

を携
たずさ

え肩
かた

を

並
なら

べ、末
すえ

永
なが

く友
ゆう

好
こう

の使
しし ゃ

者として、より良
よ

い世
せ

界
かい

を築
きず

いて行
い

きたいものです。

G
ギリウォノ

iriwono P
プスポ

uspo E
エディ

di
1.インドネシア

2. 26歳
さい

3.大
だい

学
がくいん

院博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程

4.栄
えいようがく

養学

5.アルコール性
せい

肝
かん

障
しょう

害
がい

を改
かい

善
ぜん

する食
しょく

品
ひん

成
せい

分
ぶん

に関
かん

する研
けん

究
きゅう

6.ボゴール農
のうぎょう

業大
だいがく

学

7.テニス、パソコンプログラミング

8.私
わたし

は日
にほ ん

本が大
だい す

好きです。研
けん

究
きゅう

だけでなく日
にほ ん

本の文
ぶん か

化や音
おんがく

楽

も知
し

りたいし、日
に

本
ほん

の人
ひと

達
たち

とたくさん交
こう

流
りゅう

したいです。よ

ろしくお願
ねが

いします。

S
シャロン

haron M
マリー

arie G
ガリド

arrido
1.フィリピン

2. 26歳
さい

3.大
だい

学
がくいん

院博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程

4.栽
さいばい

培植
しょくぶつ

物環
かんきょう

境科
かが く

学

5.ハウス土
ど

壌
じょう

における植
しょく

物
ぶつ

の鉄
てつ

栄
えい

養
よう

6.ミンダナオ州
しゅうりつ

立大
だいがく

学

7.歌
うた

をうたうこと、読
どくしょ

書、サイクリング

8.私
わたし

はシャロン・マリー・ガリドと申
もう

します。既
き

婚
こん

、フィリ

ピン出
しゅっしん

身です。2000年
ねん

にミンダナオ州
しゅうりつ

立大
だいがく

学を卒
そつぎょうご

業後、フィ

リピンの大
だいがく

学で教
きょうし

師として働
はたら

きました。日
に

本
ほん

へは 2005年
ねん

の

4月
がつ

4日
か

に来
き

ました。初
はじ

めの半
はんとしかん

年間は、東
とうほく

北大
だいがく

学の外
がいこくじん

国人

留
りゅうがくせい

学生等
とう

特
とく

別
べつ

課
か

程
てい

で日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びました。その後
ご

の半
はん

年
とし

は

栽
さい

培
ばい

植
しょく

物
ぶつ

環
かんきょう

境科
か が く

学講
こう ざ

座に研
けんきゅうせい

究生として在
ざいせき

籍し、4月
がつ

から大
だい

学
がく

院
いん

の学
がく

生
せい

になりました。大
だい

学
がく

や日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

はとても

充
じゅうじつ

実しています。沢
たくさん

山の新
あたら

しい事
こと

を発
はっ

見
けん

し、様
さま

々
ざま

な人
ひと

々
びと

や

文
ぶん

化
か

と出
で

会
あ

い素
す

晴
ば

らしい経
けいけん

験をしています。日
にほ ん

本での経
けいけん

験

の全
すべ

てが貴
きちょう

重で価
か

値
ち

あるものだと思
おも

います。

呉
Wu

　暁
Xiao

　嵐
Lan

1.中
ちゅうごく

国

2. 29歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.環
かんきょう

境適
てきおう

応生
せいぶつ

物工
こうがく

学

5.ストレス誘
ゆうどうせい

導性遺
い で ん し

伝子を導
どうにゅう

入した形
けいしつ

質転
てんかん

換イネとシロイヌ

ナズナの解
かいせき

析

6.雲
うんなん

南師
しは ん

範大
だいがく

学

7.卓
たっきゅう

球、旅
りょこう

行、音
おんがく

楽鑑
かんしょう

賞

8.呉
Wu

暁
Xiao

嵐
Lan

と申
もう

します。北
ぺ

京
きん

の中
ちゅう

国
ごく

農
のう

業
ぎょう

大
だい

学
がく

から来
き

ました。好
す

きなスポーツは卓
たっきゅう

球とバレーボールなどです。他
ほか

の趣
しゅ

味
み

は

漫
まん が

画、音
おんがくかんしょう

楽鑑賞です。機
きか い

会があれば、いろいろな所
ところ

に旅
りょこう

行

に行
い

きたいと思
おも

っています。日
に

本
ほん

でたくさんの友
とも

達
だち

を作
つく

り

たいと思
おも

っていますので、皆
みな

さん、よろしくお願
ねが

いします。

程
Cheng

　麗
Li

1.中
ちゅうごく

国

2. 28歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.機
きのう

能分
ぶん し

子解
かいせき

析学
がく

5.テラヘルツ光
こう

のライフサイエンス応
おう

用
よう

に関
かん

する研
けん

究
きゅう

6.ハルピン商
しょうぎょう

業大
だいがく

学

7.ドラマを観
み

ること

8.私
わたし

は Cheng Li（チェン リー）と申
もう

します。中
ちゅう

国
ごく

からの留
りゅう

学
がく

生
せい

です。日
に

本
ほん

へ来
く

る前
まえ

に中
ちゅう

国
ごく

黒
こく

龍
りゅう

江
こう

省
しょう

の黒
こく

龍
りゅう

江
こう

大
だい

学
がく

で教
きょうし

師
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をしておりました。今
いま

は東
とうほく

北大
だいがく

学の大
だいがく

学院
いんせい

生として研
けんきゅう

究を

しています。家
かぞ く

族は 4人
にん

家
か ぞ く

族です。父
ちち

、母
はは

、妹
いもうと

と私
わたし

です。

今
いま

中
ちゅうごく

国に住
す

んでいます。両
りょう

親
しん

は既
すで

に退
たい

職
しょく

し、妹
いもうと

は日
にっ

系
けい

会
がい

社
しゃ

に勤
つと

めています。私
わたし

の夢
ゆめ

は将
しょうらい

来、いい先
せんせい

生になることです。

H
ホスニア

osnia S
スワフィ

wafy A
アブデル

bdel-M
モホセイン

ohsein
1.エジプト

2. 33歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程

4.資
しげん

源動
どうぶつぐん

物群制
せいぎょ

御科
かが く

学

5.家
かちくしいくのうじょう

畜飼育農場の液
えきたい

体および固
こけ い

形廃
はいきぶつ

棄物の管
かん り

理における最
さいきん

近

の進
しんてん

展について

6.アシウト大
だいがく

学

7.読
どくしょ

書

8.私
わたし

はエジプト人
じん

学
がく

生
せい

です。国
こく

外
がい

に来
き

たのは今
こん

回
かい

が初
はじ

めてで

す。私
わたし

や家
かぞ く

族にとって、新
あたら

しい事
こと

を沢
たく

山
さん

体
たい

験
けん

する良
よ

い機
き

会
かい

であると思
おも

っています。私
わたし

は結
けっこん

婚しており、2
ふたり

人の子
こ

供
ども

が

いることをお伝
つた

えしておきます。娘
むすめ

のマリアンは 2歳
さい

3ヶ
か

月
げつ

、息
むす

子
こ

のムスタファは 5ヶ
か

月
げつ

になります。私
わたし

も家
か ぞ く

族も、

日
にほん

本の家
かぞく

族の方
かた

と是
ぜ

非
ひこうりゅう

交流したいと思
おも

っています。

江
Jiang

　鳳
Feng

　玲
ling

1.中
ちゅうごく

国

2. 29歳
さい

3.学
がくぶ

部研
けんきゅうせい

究生

4.生
せいたい

体分
ぶん し

子機
きのうがく

能学

5.遊
ゆうりしぼうさん

離脂肪酸の分
ぶんせき

析に基
もと

づくフライ油
あぶら

の加
かね つ

熱劣
れっ か

化機
きこ う

構の解
かいめい

明

6.中
ちゅうごく

国福
ふくしゅう

州大
だいがく

学

7.旅
りょこう

行

8.日
にほ ん

本で食
しょくひん

品の安
あんぜん

全における優
すぐ

れた技
ぎじゅつ

術を学
まな

び、将
しょう

来
らい

母
ぼ

国
こく

で

食
しょく

品
ひん

の安
あん

全
ぜん

に貢
こう

献
けん

したいと思
おも

っております。まだ足
た

りない

ことがたくさんありますので、皆
みなさま

様のご指
し

導
どう

をお願
ねが

い致
いた

し

ます。

彭
Peng

　露
Lu

　枝
Yan

1.中
ちゅうごく

国

2. 21歳
さい

3.特
とくべつ

別聴
ちょうこう

講学
がくせい

生（学
がく ぶ

部 3年
ねん

生
せい

）

4.水
すいさん

産資
しげ ん か が く

源化学

5.無
なし

6.上
しゃんはい

海水
すいさん

産大
だいがく

学

7.テレビ鑑
かんしょう

賞、読
どくしょ

書

8.私
わたし

は上
しゃんはい

海からの留
りゅうがくせい

学生です。今
いま

、水
すいさん

産資
し げ ん か

源化学
がく

研
けんきゅうしつ

究室に

在
ざいせき

籍しています。私
わたし

はいろいろな外
がいこくじん

国人と知
し

り合
あ

いになり

たいです。どうぞ宜
よろ

しくお願
ねが

いいたします。

「宮
きゅう

廷
てい

女
にょ

官
かん

、チャングムの誓
ちか

い」で、我
わ

が国
くに

でも一
いち

躍
やく

有
ゆう

名
めい

になった、温
おん

暖
だん

な観
かん

光
こう

の島
しま

、韓
かん

国
こく

済
ちぇ

州
じゅ

島
とう

を、文
もん

科
か

省
しょう

の基
き

盤
ばん

研
けん

究
きゅう

（A）「超
ちょうきょうさんせいりょういき

強酸性領域における植
しょく

物
ぶつ

と土
ど

壌
じょう

の相
そう

互
ご

作
さ

用
よう

」で 2006年
ねん

1月
がつ

12日
にち

から 17日
にち

まで本
ほん

学
がく

栽
さい

培
ばい

植
しょく

物
ぶつ

環
かん

境
きょう

科
か

学
がく

分
ぶん

野
や

の三
さい

枝
ぐさ

、伊
い

藤
とう

、平
へい

内
ない

と静
しず

岡
おか

茶
ちゃ

試
し

中
なか

村
むら

の 4人
にん

で訪
おとず

れた。また、今
こん

回
かい

の済
ちぇ

州
じゅ

島
とう

訪
ほう

問
もん

には農
のう

学
がく

研
けん

究
きゅう

科
か

が 1984年
ねん

に、

初
はじ

めて学
がく

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

協
きょう

定
てい

を結
むす

んだ済
ちぇ

州
じゅ

大
だい

学
がく

農
のう

科
か

大
だい

学
がっ

校
こう

への表
ひょう

敬
けい

訪
ほう

問
もん

も予
よ

定
てい

されていた。成
なり

田
た

経
けい

由
ゆ

で済
ちぇ

州
じゅ

空
くう

港
こう

へ 13日
にち

の正
しょう

午
ご

過
す

ぎに到
とう

着
ちゃく

した。空
くう

港
こう

では済
ちぇ

州
じゅ

大
だい

学
がく

土
ど

壌
じょう

学
がく

講
こう

座
ざ

の玄
ひゅん

海
かい

男
なん

教
きょう

授
じゅ

と粧
しょう

原
げん

産
さん

業
ぎょう

（株
かぶ

）の李
り

氏
し

が迎
むか

えてくれた。午
ご

後
ご

は霧
きり

の

深
ふか

い中
なか

、粧
しょう

原
げん

産
さん

業
ぎょう

の雪
せき

緑
りょく

茶
ちゃ

研
けん

究
きゅう

所
しょ

（南
みなみ

済
ちぇ

州
じゅ

郡
ぐん

安
あん

徳
とく

面
めん

）を訪
ほう

問
もん

し、金
きむ

英
えい

傑
けつ

常
じょう

務
む

を交
まじ

え、土
ど

壌
じょう

採
さい

取
しゅ

の打
う

ち合
あ

わせをした。

済
ちぇ

州
じゅ

島
とう

の茶
ちゃ

園
えん

調
ちょう

査
さ

と済
ちぇ

州
じゅ

大
だい

学
がく

表
ひょう

敬
けい

訪
ほう

問
もん

国
こくさいこうりゅういいんちょう

際交流委員長　　三
さい

　枝
ぐさ

　正
まさ

　彦
ひこ
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調
ちょう

査
さ

打
う

ち合
あ

わせは研
けん

究
きゅう

所
しょ

の多
おお

くの方
かた

が日
に

本
ほん

への留
りゅう

学
がく

経
けい

験
けん

があり日
に

本
ほん

語
ご

で行
おこな

われた。韓
かん

国
こく

では緑
りょく

茶
ちゃ

が極
きわ

めて貴
き

重
ちょう

で、日
に

本
ほん

の数
すう

倍
ばい

するという。研
けん

究
きゅう

所
じょ

に隣
りん

接
せつ

してお茶
ちゃ

の博
はく

物
ぶつ

館
かん

があり、茶
ちゃ

の歴
れき

史
し

、茶
ちゃ

の製
せい

法
ほう

、茶
ちゃ

器
き

の展
てん

示
じ

と茶
ちゃ

製
せい

品
ひん

の即
そく

売
ばい

が行
おこな

われていた。翌
よく

日
じつ

は漢
はん

南
なむ

と道
どう

順
じゅん

の二
に

箇
か

所
しょ

の会
かい

社
しゃ

所
しょ

有
ゆう

茶
ちゃ

園
えん

で、茶
ちゃ

樹
じゅ

の生
せい

育
いく

と土
どじょう

壌の調
ちょうさ

査を行
おこな

った。済
ちぇ

州
じゅ

島
とう

は石
いし

と火
か

事
じ

と

女
じょ

性
せい

が多
おお

いといわれるが、茶
ちゃ

園
えん

には溶
よう

岩
がん

がいたるところに露
ろしゅつ

出し、それを除
じょ

去
きょ

しての茶
ちゃ

園
えん

造
づく

りは相
そう

当
とう

な経
けい

費
ひ

と労
ろう

力
りょく

を

要
よう

したものと思
おも

われる。土
どじょう

壌は玄
げん

武
ぶ

岩
がん

質
しつ

の火
か

山
ざん

灰
ばい

と溶
よう

岩
がん

からなっており、粘
ねん

土
ど

鉱
こう

物
ぶつ

はアロフェンが主
しゅ

体
たい

であった。我
わ

が国
くに

茶
ちゃ

園
えん

土
ど

壌
じょう

の多
おお

くが pH4以
い か

下の超
ちょう

強
きょう

酸
さん

性
せい

であるのに対
たい

し、調
ちょうさ

査茶
ちゃ

園
えん

土
どじょう

壌は pH5程
てい

度
ど

で良
りょうしつ

質の茶
ちゃ

が生
せい

産
さん

されていた。

17日
にち

はあいにくの土
ど

砂
しゃ

降
ぶ

りの中
なか

、済
ちぇ

州
じゅ

大
だい

学
がっ

校
こう

を表
ひょう

敬
けい

訪
ほう

問
もん

した。学
がく

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

協
きょう

定
てい

締
てい

結
けつ

当
とう

時
じ

は済
ちぇ

州
じゅ

大
だい

学
がっ

校
こう

農
のう

科
か

大
だい

学
がく

であっ

たが、現
げん

在
ざい

は済
ちぇ

州
じゅ

大
だい

学
がっ

校
こう

応
おう

用
よう

生
せい

命
めい

科
か

学
がく

大
だい

学
がく

に改
かい

名
めい

されていた。土
ど

壌
じょう

学
がく

の玄
ひゅん

教
きょう

授
じゅ

から済
ちぇ

州
じゅ

島
とう

の土
ど

壌
じょう

と地
ち

形
けい

、文
ぶん

化
か

を紹
しょう

介
かい

されたのち、Song学
がく

長
ちょう

と本
ほん

学
がく

出
しゅっ

身
しん

の康
かん

教
きょう

授
じゅ

、果
か

樹
じゅ

園
えん

芸
げい

の Han助
じょ

教
きょう

授
じゅ

を交
まじ

えて懇
こん

談
だん

した。話
わ

題
だい

のチャングムの誓
ちか

いを

皮
かわ

切
き

りに、両
りょう

大
だい

学
がく

の現
げん

状
じょう

、今
こん

後
ご

の学
がく

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

や学
がく

生
せい

交
こう

流
りゅう

、済
ちぇ

州
じゅ

島
とう

の農
のう

業
ぎょう

問
もん

題
だい

、大
だい

学
がく

の独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法
ほう

人
じん

化
か

など多
た

方
ほう

面
めん

にわたっ

たが、済
ちぇ

州
じゅ

大
だい

学
がく

としては大
だい

学
がく

の独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法
ほう

人
じん

化
か

に反
はん

対
たい

しており、先
せん

行
こう

する日
に

本
ほん

の大
だい

学
がく

情
じょう

勢
せい

に高
たか

い関
かん

心
しん

が寄
よ

せられた。

新
しん

版
ぱん

の東
とう

北
ほく

大
だい

学
がく

農
のう

学
がく

研
けん

究
きゅう

科
か

英
えい

文
ぶん

案
あん

内
ない

、入
にゅう

学
がく

案
あん

内
ない

を渡
わた

し、学
がく

生
せい

派
は

遣
けん

、ワークショップ参
さん

加
か

、共
きょう

同
どう

研
けん

究
きゅう

の推
すい

進
しん

を依
い

頼
らい

した。

済
ちぇ

州
じゅ

島
とう

訪
ほう

問
もん

中
ちゅう

、毎
まい

夕
ゆう

、海
かい

鮮
せん

料
りょう

理
り

で大
だい

歓
かん

迎
げい

されたが、ナマコやアワビ、サザエ、タイ、太
た

刀
ち

魚
うお

、ヒジキなど新
しん

鮮
せん

な海
かい

産
さん

物
ぶつ

が極
きわ

めて豊
ほう

富
ふ

で、利
り

用
よう

法
ほう

も異
こと

なることから水
すい

産
さん

の共
きょう

同
どう

研
けん

究
きゅう

を推
すい

進
しん

する必
ひつ

要
よう

性
せい

を強
つよ

く感
かん

じた。「近
ちか

くて近
ちか

い」韓
かん

国
こく

済
ちぇ

州
じゅ

大
だい

学
がく

との交
こう

流
りゅう

がますます盛
さか

んになることを期
き

待
たい

する。

島
しま

のシンボル「トルハルバン」（村
むら

の守
まも

り神
がみ

のおじいさん） 熔
ようがん

岩の石
いしがき

垣と茶
ちゃえん

園風
ふうけい

景

左
ひだり

から玄
ひゅん

教
きょう

授
じゅ

、三
さい

枝
ぐさ

、伊
い

藤
とう

、中
なか

村
むら

応
おう

用
よう

生
せい

命
めい

科
か

学
がく

大
だい

学
がく

長
ちょう

との懇
こん

談
だん

風
ふう

景
けい


